
　今回「第一部　量的研究のいろは」を担当しました金井です。今回のセミナーは（１）本セミナー
の開催経緯、（２）調査票作りの基本的注意点、（３）統計を使うときの注意点、（４）最後に、とい
う構成になっていました。本稿では、そのうち（２）と（３）について報告します。
　社会科学系の量的研究では様々な手法がとられますが、その中でも調査票を用いた検討はメジャー
な手法であると考えられます。そこで本セミナーでは、調査票作りの注意点として、「回答者が答え
られない項目はない方が無難」、「調査票の限界を知っておくこと」という 2 点をお話しました。私が
特に強調したいのは「調査票の限界」です。どんなことでも調査票で測定できると考えるのは間違い
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 図 1. 散布図の例 1. 

 図 2. 散布図の例 2. 

でしょう。調査票に対する過信は禁物です。調査票を用
いた研究をする人こそ、調査票研究の限界・弱点・欠点
を知っておくべきだと思います。
　また、集めたデータには必ずといってよいほど、統計
的処理を施します（ここでの「統計的処理」はサンプル
における平均値の算出など、いわゆる「記述統計」を含
みます）。統計を使う際の注意点もたくさんあると思い
ますが、私は当日、「しっかりデータを見てほしい」と
いう一点を強調して伝えました。データをしっかり見な
いと、分析結果の解釈を間違えかねません。例えば、勉
強時間とテストの点数という 2 つの変数が，私たちの日
常的な考えに反して負の相関を示したとします。私たち
はこの結果に対して、何かしらの解釈をしますが、結果
が意味することが 1 つとは限りません。もしかすると、
図 1 のようにたくさん勉強した学生ほどテストで低い点
数をとっていたという単純な関係があるのではなく、

ダイジェストでお届け！

1/26( 月 ) に開催された「社会科学系院生による量的・質的研究法ビギナー講習会」第１部の内容を、
講師の金井さんにダイジェストでまとめてもらいました。研究の方法論や数理統計学の専門的な内容で
はなく、実際に量的手法を用いながら研究を行うユーザーの立場から皆さんにお話してくれました。
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図 2 のように大半の学生は勉強時間の長さにあまり関係なく 0 点から 60 点くらいの点数をとって
いたけれど（図の右下側の人たち）、ほとんど勉強をせずに高得点をとった学生が数人いた（図の左
上側の人たち）ということを意味するのかもしれません。これは極端な例であり、実際にこんなデー
タが得られることは稀かもしれませんが、このような例を用いてしっかりデータを見ることの重要
性をお話しました。また、本来適切な分析手法はデータの形に合わせて選ばれるべきです。そういっ
た意味でも、分析をする際にしっかりデータを見ることは極めて重要なことです。
　今回のセミナーは「ビギナー」を対象としていましたので、あえて難しい話をせず、初歩的・簡
単な話でまとめました。少しでも皆さんの参考に、もしくは学びのモチベーションになっていれば
幸いです。最後に、セミナーでも紹介したオススメ文献を紹介したいと思います。附属図書館にも
所蔵されておりますので、興味のある方はぜひ手にとってみてください。
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参加者の 声！
　今回の量的研究法の講習会では、これから量的研究を始める、もしくは始めたばかりという
ビギナーを対象に開催されました。実際、参加してくださった方の多くは卒論や大学院の研究で
これから量的研究をはじめようと考えている方でした。こうした方々から、「分かりやすかった」
「オススメ文献を読んでみたい」「自分の研究に活かしたい」という声が多く聞かれましたので、
今回の講習会の目的は達成されていたように思われます。ただし、「声が聞こえづらい」「メモを
取るスペースがない」といった課題も残されました。参加者からは、同様の講習会をまた開いて
ほしいというご意見も頂きました。
　今後、ラーニング・スクエアで同様の企画を行う際には、こうした問題を解決しつつ、参加さ
れた方がもっと講習会に集中できるよう、環境づくりにも力を入れていきたいと考えています。
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